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《「スーパーニッカ」手吹きボトル》佐藤潤四郎デザ
イン／カガミクリスタル制作 1962（昭和37）年頃
ガラス／宙吹 25.0×14.0cm 川崎清氏寄贈 当館蔵

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
『
マ
ッ
サ
ン
』
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
で
ニ
ッ
カ

ウ
ィ
ス
キ
ー
の
創
始
者
で
あ
る
竹
鶴
政
孝
が
心
血
を
注
い
で
つ
く
り

あ
げ
た
日
本
最
初
の
高
級
ウ
ィ
ス
キ
ー
「
ス
ー
パ
ー
ニ
ッ
カ
」。

　

そ
の
ボ
ト
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
郡
山
市
出
身
の
佐
藤
潤
四
郎

で
し
た
。

　

郡
山
市
立
美
術
館
で
は
佐
藤
潤
四
郎
の
作
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
開
館
前
か
ら
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
新
た
に
そ
の
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。

《アイスクリーム皿》
ガラス／宙吹き
高さ8.3×幅10.4㎝
大方竜子氏寄贈
※平成26年度新収蔵品

《オブジェ・羊車（鍛鉄）》
金工（鍛鉄）
高さ20.9×幅17.2×奥行10.4㎝
大方竜子氏寄贈
※平成26年度新収蔵品

《オブジェ・ガラスを吹く人》
金工（鍛鉄）　高さ15.0×幅5.0×奥行
11.1㎝、高さ13.0×幅4.1×奥行9.5cm
大方竜子氏寄贈
※平成26年度新収蔵品

《タンブラー（スモークグラス）》（２点組）
ガラス／型吹き
高さ10.0×幅6.0㎝（２点共）
※平成26年度新収蔵品

　
《
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
皿
》は
こ
れ
ま
で
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
か
っ

た
用
途
の
作
品
で
す
。
ふ
た
つ
で
一
組
の
《
タ
ン
ブ
ラ
ー
》、
そ
の

淡
褐
色
の
肌
合
い
は
な
ん
と
な
く
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
藤
潤
四
郎
は
も
と
も
と
金
工
作
家
で
と
く
に
鍛
鉄
を
専

門
に
し
て
い
ま
し
た
。新
し
い
収
蔵
品
に
も
鉄
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。

《
羊
車
》
に
《
ガ
ラ
ス
を
吹
く
人
》、
と
も
に
佐
藤
潤
四
郎
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
館
学
芸
課
長　

鈴
木
誠
一
）
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会 期：平成27年６月27日（土）～８月23日（日）
会　場：郡山市立美術館
時　間：午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
休館日：毎週月曜日（７月20日（祝・月）は開館、翌日休館）
観覧料：一般800（640）円　高校・大学生500（400）円
　　　　※（　）内は20名以上の団体料金。
　　　　　中学生以下、65歳以上、障がい者手帳をお持ちの方は無料。

主　催：郡山市立美術館　国立民族学博物館　千里文化財団
企　画：国立民族学博物館　国立新美術館　日本文化人類学会
助　成：日本万国博覧会記念基金（公益財団法人 関西・大阪21世紀協会）

　

大
阪
・
千
里
万
博
公
園
内
に
あ
る
国
立
民

族
学
博
物
館
（
み
ん
ぱ
く
）
は
、
世

界
各
地
の
民
族
資
料
約
34
万
点
を

収
蔵
す
る
、
日
本
を
代
表
す
る
博

物
館
で
す
。
今
回
の
展
覧
会
で

は
、
み
ん
ぱ
く
の
膨
大
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
選
り
す

ぐ
ら
れ
た
造
形
物
約
360
点
を
紹
介

し
ま
す
。
本
展
は
、
歴
史
上
人
間

が
生
み
出
し
た
様
々
な
「
イ
メ
ー
ジ
」

に
着
目
し
て
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
の
つ
く
り

方
や
受
け
と
め
方
に
、
人
類
共
通
の
普
遍
性
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
資
料
を
展
示
し
、
見
て
体

感
す
る
こ
と
で
、
そ
の
答
え
を
探
っ
て
み
よ
う
と
い

う
試
み
で
す
。
そ
の
た
め
本
展
で
は
、
世
界
各
地
の

神
像
や
仮
面
を
は
じ
め
、
民
族
衣
装
、
墓
標
、
玩
具

な
ど
の
資
料
を
、
分
類
と
い
う
よ
り
も
イ
メ
ー
ジ
に

備
わ
る
造
形
性
や
効
果
、
機
能
な
ど
に
着
目
し
、
章

立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

視
線
の
あ
り
か

会
場
に
入
っ
て
最
初
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
、
世
界

各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
仮
面
の
数
々
で
す
。
そ
の
圧

倒
的
な
視
線
の
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

第
一
章

見
え
な
い
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
の
力

神
々
や
精
霊
、
物
語 

― 

人
び
と
は
世
界
中
で
目
に
見

え
な
い
も
の
を
視
覚
化
し
、
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
て

き
ま
し
た
。
様
々

な
神
像
や
図
像

な
ど
か
ら
、
造

形
物
に
込
め
ら

れ
た
人
間
の
意

志
や
願
い
を
探

り
ま
す
。

第
二
章

イ
メ
ー
ジ
の
力
学

光
輝
く
も
の
、
色
鮮
や
か
な
も
の
、
高
さ
を
強
調

し
た
も
の
は
、
古
来
よ
り
人
び
と
の
眼
を
引
き
付

け
、
聖
な
る
も
の
や
富
の
象
徴
と
し
て
効
果
的
に

造
形
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。光
と
色
、高
み
を
テ
ー

マ
に
、
各
地
の
衣
装
や
装
身
具
、
墓
標
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

The
Power
of
Images

神像つきの椅子「カワ・トゥギトゥ」
民族／イアトムル　国名／パプアニューギニア

イメージの力
国立民族学博物館コレクションにさぐる

仮面「キフェベ」　民族／ルバ
国名／コンゴ民主共和国

《トコペイ人形》地域／トビ島
国名／パラオ
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エ
ピ
ロ
ー
グ

見
出
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

展
覧
会
の
終
章
で
は
、
実
用
の
た
め
の
道
具
な
ど

を
、
あ
え
て
現
代
美
術
の
展
示
手
法
を
用
い
た
空

間
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
一
体
な
ぜ
…
？
ぜ
ひ
、

会
場
で
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　

人
間
は
じ
つ
に
多
種
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
ま
ず
、
そ
の
満
ち

あ
ふ
れ
る
力
を
理
屈
抜
き
で
体
感
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
新
た
な
驚
き
や
楽

し
さ
を
発
見
で
き
る
は
ず
で
す
。

（
当
館
主
任
学
芸
員　

杉
原　

聡
）

《棺桶（ライオン）》パー・ジョー 地域／テシ
国名／ガーナ

「超絶技巧！　明治工芸の粋」展示室風景

　

明
治
初
期
、
日
本
で
制
作
さ
れ
て
い
た

工
芸
品
は
欧
米
で
た
い
へ
ん
な
人
気
を

誇
り
、
明
治
政
府
は
殖
産
興
業
政
策
の
も

と
、
た
く
さ
ん
の
工
芸
品
を
職
人
た
ち
に

作
ら
せ
、
輸
出
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
村
田
理ま

さ
ゆ
き如

氏
の
収
集
に
よ

る
京
都
・
清
水
三
年
坂
美
術
館
の
所
蔵
品

の
う
ち
、
並
河
靖
之
、
涛
川
惣
助
と
い
う

ふ
た
り
の
「
ナ
ミ
カ
ワ
」
ら
の
七
宝
、
正

阿
弥
勝
義
ら
の
粋い

き

な
遊
び
心
を
感
じ
さ

せ
る
金
工
、
白
山
松
哉
の
繊
細
な
蒔
絵
、

西
洋
画
家
と
し
て
も
そ
の
才
能
を
発
揮

し
た
柴
田
是
真
ら
の
印
籠
、
象
牙
に
彫
ら

れ
た
実
物
と
見
紛
う
ば
か
り
の
安
藤
緑

山
の
野
菜
な
ど
、
驚
く
べ
き
技
工
が
凝
ら

さ
れ
た
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
動
く
よ
う
に
作
ら
れ
た
鉄
製
の

蛇
や
虫
な
ど
の
自
在
に
、
気
が
遠
く
な
り

そ
う
な
ほ
ど
に
細
密
な
絵
付
け
が
さ
れ

た
陶
芸
の
薩
摩
な
ど
に
加
え
、
保
存
が

非
常
に
困
難
な
刺
繍
に
よ
る
絵
画
も
た

い
へ
ん
な
魅
力
を
放
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
近
年
海
外
か
ら
買
い
戻
さ
れ
た
、

こ
れ
ま
で
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
未
紹
介

の
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

本
展
は
１
万
点
を
超
え
る
清
水
三
年

坂
美
術
館
所
蔵
品
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
約
160
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
東
北

で
唯
一
開
催
さ
れ
る
貴
重
な
機
会
。
明

治
人
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
驚
愕
の
技
の

数
々
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会　　期：平成27年４月21日（火）～６月14日（日）
休 館 日：毎週月曜日
　　　　　（５月４日（月・祝）は開館、５月７日（木）休館）
観 覧 料：一　般 1,000（800）円
　　　　　高校・大学生 500（400）円

※（　）内は20名以上の団体料金。中学生以下、65
歳以上、障がい者手帳をお持ちの方は無料。

主　　催：郡山市立美術館
協　　力：清水三年坂美術館
監　　修：山下裕二（明治学院大学教授）
企画協力：広瀬麻美（浅野研究所）

●講演会　会場：多目的スタジオ
　　　　　共催：国立民族学博物館友の会
　・「イメージの力

～ みんぱくのコレクションが語るもの」
　講師：𠮷田憲司さん（国立民族学博物館副館長）
　日時：８月８日（土）午後２時～

　・「光と色が放つイメージ」
　講師：上羽陽子さん（国立民族学博物館准教授）
　日時：７月４日（土）午後２時～

●ギャラリートーク　会場：企画展示室（要観覧券）
　講師：当館学芸員
　日時：８月22日（土）午後２時～

●映画会　会場：多目的スタジオ
　・『キリクと魔女』
　（71分、1998年、監督：ミッシェル・オスロ）
　日時：６月28日（日）午後２時～

　・『アフリカ物語』
（114分、1980年、監督：羽仁進）
　日時：８月16日（日）午後２時～

●ワークショップ
※申込方法及び定員等は最終頁をご覧ください。

　・季節を染める ―葛
くず

―
　夏草を代表する葛を材料にスカーフなどを
染めます。
　講師：佐治ゆかり（当館館長）
　日時：７月５日（日）午前10時～

　・野外彫刻を作ろう
　韓国の民族造形「ソッテ（鳥竿）」をヒントに
木彫を作り、美術館前庭に展示します。
　講師：関根秀樹さん
　　　　（和光大学講師・古代技術・民族文化史研究家）
　日時：７月18日（土）午前10時～

　・民族楽器とサウンドオブジェを作ろう
　スピリッツキャッチャー（うなり木）など　
木や竹を素材に民族楽器を作ります。
　講師：関根秀樹さん
　日時：８月９日（日）午前10時～

第
三
章

イ
メ
ー
ジ
と
た
わ
む
れ
る

こ
こ
で
は
、
つ
く
り
手
の
遊
び
心
に
焦
点
を
当
て
た

造
形
物
を
展
示
し
ま
す
。
ア
ッ
プ
リ
ケ
が
施
さ
れ
た

前
掛
け
布
や
ブ
ラ

ウ
ス
、
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
、

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ

グ
な
ど
、
作
り
手

た
ち
の
造
形
意
識

の
高
さ
と
心
躍
る

よ
う
な
セ
ン
ス
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
四
章

イ
メ
ー
ジ
の
翻
訳

ラ
イ
オ
ン
の
形
を
し
た
棺
桶
!?
空
き
缶
が
玩
具
に
…

ひ
と
や
モ
ノ
、
情
報
が
行
き
交
う
中
で
生
み
出
さ
れ

た
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
や
、
商
品
化
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

に
着
目
し
ま
す
。

ゾウの仮面「ムバップ・ムテン」
民族／バミレケ

国名／カメルーン

ブラウス「モラ」　民族／クナ
国名／パナマ

関 連 イ ベ ン ト

す 

い



会
　
　
期
　
平
成
27
年
９
月
５
日（
土
）～
10
月
18
日（
日
）

時
　
　
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休

館

日
　
毎
週
月
曜
日（
９
月
21
日
は
開
館
、24
日
休
館
。
10
月
12
日
は
開
館
、翌
日
休
館
）

観

覧

料
　
一
般
１
０
０
０（
８
０
０
）円
　
高
校
・
大
学
生
５
０
０（
４
０
０
）円

　
　
　
　
　
※（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。
中
学
生
以
下
、65
歳
以
上
、障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
。

期
間
中
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。
前
期

：

９
月
５
日（
土
）～
27
日（
日
）　
後
期

：

９
月
29
日（
火
）～
10
月
18
日（
日
）

　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
は
、
１
９
６
１
（
昭

和
36
）
年
に
開
館
し
て
以
来
、「
生
活
の
中
の

美
」
を
基
本
理
念
と
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、
人
々

の
生
活
や
古
典
文
学
の
世
界
を
表
し
た
近
世

絵
画
、
鍋
島
焼
や
伊
万
里
焼
な
ど
の
重
要
文

化
財
２
点
を
含
め
た
陶
磁
器
、
外
国
の
技
術

を
取
り
入
れ
つ
つ
も
日
本
独
自
の
美
し
さ
を

備
え
た
ガ
ラ
ス
器
な
ど
、
約
60
点
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

　
《
薩
摩
切
子　

藍
色
被
船
形
鉢
》（
図
１
）
は
、

吉
祥
文
で
あ

る
羽
を
広
げ

た
蝙
蝠
を
正

面
に
、
後
方

に
は
陰
陽
を

示
す
巴
文
を

配
し
た
船
形

の
鉢
で
す
。

盃
洗
用
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
が
、
箱
書
き
に
「
お
菓
子
入
れ
」
と
あ
り
、

茶
道
具
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
使
い
手
の
好
み
に
よ
っ
て
、
様
々

な
用
途
で
そ
の
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　
《
江
戸
切
子　

文
具
揃
》（
図
２
）
は
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
の
初
め
ま
で
販
売
さ
れ

て
い
た
文
具
セ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
中
の
文
鎮

図
屏
風
》
と
《
鼠
草
子
絵
巻
》
の
２
点
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
作
品
と
合
わ
せ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

近
世
の
人
々
の
生
活
を
彩
っ
て
き
た
美
し

い
品
々
が
こ
ぞ
っ
て
出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、

日
本
人
の
生
活
に
根
差
し
て
い
た
高
い
美
意

識
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
当
館
学
芸
員　

田
中
有
沙
子
）

に
も
蝙
蝠
の
姿

が
使
わ
れ
て
お

り
、
人
々
が
身

の
回
り
の
品
に

込
め
た
思
い
が

感
じ
ら
れ
ま

す
。

　
《
洛
中
洛
外

図
屏
風
》（
図

３
、
４
）
の
よ

う
な
屏
風
も
、
間
仕
切
り
や
風
よ
け
と
し
て

の
機
能
を
持
つ
調
度
品
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

京
都
市
内
と
郊
外
を
描
い
た
洛
中
洛
外
図
は
、

居
な
が
ら
に
し
て
京
の
都
の
全
容
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
人
気
を
誇
っ
た
主
題
で
す
。
図
３
、４

は
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
の
様
子
で
、

図
３
は
先
触
れ
の
二
条
城
到
着
、
図
４
は
天

皇
の
御
所
出
発
の
場
面
で
す
。
そ
の
周
囲
に

は
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た
生
活

の
様
子
、
さ
ら
に
私
た
ち
に
も
馴
染
み
深
い

神
社
仏
閣
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

実
物
を
見
る
だ
け
で
は
気
付
き
に
く
い
部

分
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
併
設

さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
展
示
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を

操
作
し
て
隅
々
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
解
説
も
出
て
き
ま
す

の
で
、
作
品
理
解
の
助
け
に
な
っ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
デ
ジ
タ
ル
展
示
は
《
洛
中
洛
外

　

平
成
26
年
度
の
寄
贈
作
品
を
報
告
し
ま
す
。

表
紙
で
も
紹
介
し
た
佐
藤
潤
四
郎
、
日
本
の
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
代
表
す
る
洋
画
家
高
山
良
策

の
油
彩
画
、
郡
山
市
出
身
の
鎌
田
正
蔵
や
、
い

わ
き
市
出
身
の
若
松
光
一
郎
ら
と
美
校
時
代
に

「
貌
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
た
杉
原
正

巳
、
そ
し
て
今
年
百
歳
を
迎
え
た
郡
山
市
出
身

の
彫
刻
家
佐
藤
静
司
氏
の
貴
重
な
作
品
が
、
新

た
に
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
り
ま
し
た
。

常
設
展
示
室
で
随
時
展
示
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
寄
贈
作
品
報
告

・
佐
藤
潤
四
郎《
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
皿
》
等
ガ
ラ

ス
作
品
１
点
、金
工
３
点
、陶
器
10
点
、石
彫
１

点
、素
描
７
点
　
合
計
22
点

　
大
方
竜
子
氏
寄
贈（
表
紙
参
照
）

・
高
山
良
策《
こ
ど
も
》
油
彩
画
１
点
　
　
　
　

西
村
祐
次
氏
寄
贈

・
杉
原
正
巳《
愛
書
票
》
等
木
版
画
３
点
　
　
　

吉
留
直
輝
氏
寄
贈

・
佐
藤
静
司《
十
二
支
》（
全
12
点
揃
）
木
彫
１
組

小
針
健
治
氏
寄
贈

サ
ン
ト
リ
ー
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
品
展
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高山良策《こども》1954（昭和29）年
油彩・キャンバス　91.5×73.9㎝

佐藤静司《未》
（「十二支」より）
1997（平成９）年
木 10.0×21.3×15.3㎝

杉原正巳《愛書票》
1943（昭和18）年
木版・紙 7.8×5.7㎝

図１《薩摩切子　藍色被船形鉢》
19 世紀中頃

図２《江戸切子　文具揃》江戸時代

図４　伝土佐光高《洛中洛外図屏風》17 世紀（右隻・部分）

図３　伝土佐光高《洛中洛外図屏風》17 世紀（左隻・部分）



　

当
館
で
は
、
企
画
展
「
大
判
じ
絵
展
」（
会
期
：

平
成
26
年
11
月
１
日
～
12
月
21
日
）
を
開
催
し
ま
し

た
。「
判
じ
絵
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
庶
民
の
あ
い

だ
で
流
行
し
た
、
現
代
で
い
う
「
な
ぞ
な
ぞ
」
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
判
じ
絵
を
見
る
楽
し
み
は
、
描
か

れ
た
お
題
を
解
読
で
き
た
と
き
の
達
成
感
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
当
時
の
生
活
や
娯
楽
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
点
に
も
あ
り
ま
す
。

　

今
を
生
き
る
若
者
が
判
じ
絵
を
描
い
た
ら
、
ど
ん

な
も
の
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
想
い
か
ら

企
画
さ
れ
た
の
が
、「H

A
N

JI-E
, N

ew
 W

ave

」
で

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、
国
際
ア
ー
ト
＆
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
科
の
学
生

の
皆
さ
ん
が
作
品
を
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

判
じ
絵
を
制
作
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
大
判
じ

絵
展
」
担
当
者
は
、
事
前
に
学
校
に
赴
き
、
判
じ
絵

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
お
題
は
自
由
で
あ
る
こ

と
も
伝
え
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
１
か
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
９
人
の
学

生
が
合
計
27
点
の
判
じ
絵
を
制
作
し
て
く
れ
ま
し

た
。
判
じ
絵
の
お
題
は
、
好
き
な
歌
手
や
女
優
、
食

べ
物
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
ど
れ
も
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
作
品
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
図
１
の
判
じ
絵
は
、
ど
う
判
じ
ま
す
か
？

「
か
え
る
」
が
ひ
っ
く
り
「
か
え
る
」
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
絵
柄
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
逆
さ
ま
に
読

ま
せ
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
判
じ
絵
に
も
よ
く
出
る

手
法
で
す
。
た
だ
し
、「
る
え
か
」
と
読
ん
で
も
判

じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
図
２
は
、
絵
柄
の
半

分
を
切
る
こ
と
で
、
文
字
も
半
分
に
読
ま
せ
る
と
い

う
、
こ
れ
ま
た
当
時
の
判
じ
絵
で
よ
く
使
わ
れ
た
技

を
用
い
て
い
ま
す
。

　

ど
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
判
じ
絵
ば

か
り
で
す
が
、
こ
と
の
ほ
か
、
来

館
者
の
心
を
動
か
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、

お
題
に
福
島
県
の
地

名
が
多
く
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
で
す
。
い

わ
き
、
小
名
浜
、
浪

江
…
。
震
災
を
経
験

し
た
若
者
た
ち
の
ふ

る
さ
と
へ
の
強
い
想

い
が
作
品
に
こ
め
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。

　

今
回
、
好
評
の
う

ち
に
こ
の
特
別
展
示

ニュー・ウェーヴ
HANJI-E New Wave

は
終
了
し
ま
し
た
が
、ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々
も
「
判

じ
絵
」
の
楽
し
さ
は
時
代
を
越
え
る
も
の
だ
と
実
感

で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
こ
の
展
示
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
国
際
ア
ー
ト
＆
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
佐
藤
日
和
様
、
星
昌
宏
様
に
は
た

い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
当
館
学
芸
員　

富
岡
進
一
）

「判じ絵
」

―「大判じ絵展」での特別展示 ―

［こたえ　図１：会津若松、（前川佳代さん制作）、図２：ハヤシライス、（廣岡瞳さん制作）］
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図２

図１
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小
学
生
だ
っ
た
私
が
家
に
帰
る
と
、
最
初
に

出
迎
え
て
く
れ
る
の
が
、
ブ
ロ
ン
ズ
の
朔
太
郎

像
だ
っ
た
。

　

ブ
ロ
ン
ズ
は
、
自
分
の
部
屋
へ
行
く
た
め
に

通
る
応
接
間
に
置
い
て
あ
っ
た
。
前
を
横
切
る

時
い
つ
も
緊
張
し
た
。
い
た
ず
ら
は
許
さ
な
い

ぞ
、
と
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
表
情
に
思
え

た
の
だ
。

　

対
照
的
に
、
愛
ら
し
く
微
笑
ん
で
い
る
少
女

の
絵
が
玄
関
に
飾
っ
て
あ
っ
た
。
舟
越
さ
ん
の

色
紙
に
描
か
れ
た
絵
だ
。
だ
か
ら
わ
た
し
の
こ

ど
も
時
代
は
、
毎
日
舟
越
さ
ん
の
作
品
に
よ
っ

て
、
見
張
ら
れ
た
り
、
見
守
ら
れ
た
り
し
て
過

ご
し
た
の
で
あ
る
。

　

母
親
は
晩
年
、
朔
太
郎
像
を
玄
関
近
く
の
小

窓
の
下
に
移
動
さ
せ
た
。

　
「
家
を
守
っ
て
も
ら
う
の
」
な
ど
と
言
っ
て
い

た
。

　

確
か
に
見
方
に
よ
っ
た
ら
、
あ
た
り
を
睥へ

い
げ
い睨

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。

　

こ
の
朔
太
郎
像
の
制
作
過
程
が
写
真
で
残
っ

て
い
る
。
母
親
が
撮
影
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

を
見
る
と
、
最
初
は
ず
い
分
表
情
が
温
和
だ
。

第
７
回
風
土
記
の
空　

郡
山
市
内
の
中
学

校
美
術
部
・
選
択
美
術
に
よ
る
作
品
展

開
催
日
：
平
成
26
年
11
月
11
日
～
12
月
21
日

会　

場
：
美
術
館
ロ
ビ
ー

美
術
部
活
動
や
選
択
美
術
な
ど
に
お
い
て
制
作
し
た
作

品
を
美
術
館
内
に
展
示
し
、
中
学
生
の
展
示
体
験
も
実

施
し
ま
し
た
。

参
加
校

明
健
中
学
校

郡
山
第
四
中
学
校

郡
山
第
五
中
学
校

緑
ヶ
丘
中
学
校

西
田
中
学
校

（
計
５
校
）

講
演
会　

な
ぞ
な
ぞ
絵
解　
判
じ
絵
の
世
界

講　

師
：
岩
崎
均
史
さ
ん

（
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
長
）

開
催
日
：
平
成
26
年
11
月
２
日

会　

場
：
多
目
的
ス
タ
ジ
オ

同
音
異
義
語
の
多
い
日
本
語
の
特
性
を
生
か
し
、
言
葉

の
意
味
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
図
柄
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
表
さ

れ
た
判
じ
絵
。
な

ぞ
な
ぞ
の
よ
う
に

読
み
解
き
な
が

ら
、
遊
び
心
の
詰

ま
っ
た
図
柄
を
楽

し
み
ま
し
た
。
例

を
見
て
熱
心
に
判

じ
た
り
、
答
え
を

聞
い
て
笑
っ
た
り

と
、
判
じ
絵
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ

る
内
容
で
し
た
。

舟
越
さ
ん
の
描
く
異
国
の
女
性
み
た
い
な
雰
囲

気
で
あ
る
。
優
し
く
人
当
た
り
が
よ
さ
そ
う
な

人
物
だ
。
そ
れ
が
段
々
に
苦
悩
を
帯
び
た
人
間

に
な
っ
て
く
る
。

　

大
き
く
変
化
し
た
の
は
額
と
頬
と
口
だ
。

　

額
は
髪
の
毛
を
後
退
さ
せ
て
広
く
み
せ
、
苛

立
ち
を
み
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
皺
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

　

頬
は
ど
ん
ど
ん
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
る
。
頬

骨
が
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
明
ら
か
に
年
齢
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。

最
初
の
像
が
30
代
く
ら
い
だ
と
す
る
と
、
50
代

に
は
な
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

　

唇
は
両
端
が
下
に
引
き
伸
ば
さ
れ
て
、
意
識

し
て
喋
る
ま
い
と
で
も
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

石
彫
は
削
り
落
と
し
て
行
く
け
れ
ど
、
粘
土

は
加
え
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
朔
太
郎
像
は
石
彫
の
よ
う
に
引
き
算
で
成
立

さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
の
写
真
の
な
か
に
、
母

親
と
像
と
が
並
ん
で
映
っ
て
い
る
も
の
が
一
枚

あ
る
。
顔
の
角
度
が
同
じ
な
の
で
思
わ
ず
笑
い

が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。
輪
郭
が
よ
く
似
て
い
る

の
で
あ
る
。
写
真
を
参
考
に
し
て
像
は
作
ら
れ

た
の
だ
け
れ
ど
、
も
し
か
し
て
舟
越
さ
ん
は
母

親
の
顔
も
こ
っ
そ
り
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
す
る
と
お
か
し
く

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

朔
太
郎
像
に
つ
い
て
、
私
に
は
二
つ
の
解
け

な
い
謎
が
あ
る
。

　

一
つ
は
支
持
体
の
色
だ
。
美
術
館
や
カ
タ
ロ

グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
黒
い
石

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
家
に
あ
っ
た
も
の
は
真
っ
白
い

大
理
石
な
の
だ
。
黒
い
ブ
ロ
ン
ズ
に
黒
い
台
座
、

と
い
う
組
み
合
わ
せ
だ
と
緊
張
感
が
出
て
い

い
。
何
故
家
の
も
の
は
白
な
の
か
。

　

も
う
一
つ
は
、
上
か
ら
見
る
像
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
た
と
え
ば
下
か
ら
鑑
賞

す
る
と
首
が
無
い
か
ら
窮
屈
だ
。
上
か
ら
見
る

と
安
定
す
る
。
ど
う
し
て
鑑
賞
者
の
位
置
を
上

げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
朔
太
郎
像
の
三
年
後
、
下

か
ら
見
上
げ
る
長
崎
二
十
六
聖
人
の
制
作
が
開

始
さ
れ
る
。
そ
れ
と
関
連
付
け
る
と
謎
が
面
白

く
な
る
の
で
あ
る
。

●
●
●
●

舟
越
保
武
彫
刻
展
（
平
成
27
年
１
月

24
日
～
３
月
22
日
）
講
演
会

「
舟
越
保
武
と
祖
父
・
萩
原
朔
太
郎
の

像
に
つ
い
て
」

講
師
：
萩
原
朔
美
さ
ん

日
時
：
平
成
27
年
２
月
１
日

会
場
：
多
目
的
ス
タ
ジ
オ

舟越保武《萩原朔太郎像》1955（昭和30）年
ブロンズ 岩手県立美術館蔵　撮影：大谷一郎

《萩原朔太郎像》制作途中の塑像
（萩原朔美氏提供）

制作途中の《萩原朔太郎像》と萩原朔美氏の母、
萩原葉子氏（萩原朔美氏提供）

※舟越保武彫刻展は練馬区立美術館でも
　開催（７月12日～９月６日）

萩
原
朔
美
（
多
摩
美
術
大
学
教
授
）

行
事
報
告

舟
越
保
武
作《
萩
原
朔
太
郎
像
》に
つ
い
て
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春
休
み
親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

絵
本
と
美
術
の
世
界
を
楽
し
も
う
！

講　

師
：
藤
田
百
合
さ
ん
（
女
子
美
術
大
学
講
師
）

開
催
日
：
平
成
27
年
３
月
21
日
、
22
日

会　

場
：
多
目
的
ス
タ
ジ
オ幼

児
か
ら
小
学
校
低
学
年
を

対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
午
前
は
、
布
に
綿
を
つ

め
こ
ん
で
、
大
き
な
カ
ブ
を

親
子
で
制
作
。
午
後
は
、
大

き
な
紙
に
川
と
描
き
、
そ
れ

を
み
ん
な
で
並
べ
て
ひ
と
つ

の
大
き
な
川
に
し
ま
し
た
。

描
い
た
魚
や
川
は
、
美
術
館

内
に
展
示
し
ま
し
た
。

対
談
「
再
発
見
、
明
治
工
芸
の
粋
」

講　

師
：
村
田
理
如
さ
ん
（
清
水
三
年
坂
美
術
館
長
）

　
　
　
　

山
下
裕
二
さ
ん
（
明
治
学
院
大
学
教
授
）

開
催
日
：
平
成
27
年
４
月
29
日

会　

場
：
多
目
的
ス
タ
ジ
オ

「
超
絶
技
巧
！　

明
治
工
芸

の
粋
」
は
清
水
三
年
坂
美
術

館
の
所
蔵
品
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
対
談
で
は
、

そ
の
村
田
館
長
と
展
覧
会
監

修
者
で
あ
る
山
下
さ
ん
と
の

対
談
で
、
出
品
作
の
見
ど
こ

ろ
の
他
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す

る
際
の
裏
話
な
ど
も
ご
披
露

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
の
頃
、
構
内
で
大
学
職
員
に
声
を
掛

け
ら
れ
た
。「
石
彫
の
方
で
す
よ
ね
。
最
近

は
、
音
校
の
学
生
の
中
に
も
音
楽
関
係
以
外

の
求
人
を
探
し
に
来
る
学
生
が
い
ま
す
。
彫

刻
の
人
は
学
生
課
に
は
ほ
と
ん
ど
来
ま
せ
ん

が
、
卒
業
後
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。」

「
半
数
は
行
方
不
明
に
な
り
ま
す
。」
冗
談
の

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
人
は
「
そ
う
な
ん

で
す
か
。」
と
、
寂
し
そ
う
な
顔
を
し
て
去
っ

て
い
っ
た
。
こ
れ
が
一
般
的
な
彫
刻
家
の
イ

メ
ー
ジ
な
の
だ
と
、
そ
の
時
、
思
っ
た
。
し

か
し
、
彫
刻
制
作
は
生
活
の
糧
に
な
り
に
く

い
分
、
精
神
的
に
よ
り
深
い
と
こ
ろ
ま
で
導

い
て
く
れ
る
、
優
れ
た
乗
り
物
で
あ
る
。

　

今
回
の
石
彫
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
は

当
初
、
受
講
生
が
集
ま
る
だ
ろ
う
か
と
担
当

の
方
も
心
配
さ
れ
た
。
自
分
も
同
じ
思
い
で

あ
っ
た
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
汚
れ
る
し
、

手
間
暇
か
か
る
し
、
体
力
も
い
る
。
や
り
直

し
も
効
か
な
い
し
、
危
険
も
伴
う
し
、
孤
独

な
作
業
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
着
10
名

の
枠
は
、
申
込
み
開
始
後
約
１
時
間
で
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
驚
く
と
同
時
に
、
合
点
の
い

く
思
い
も
あ
っ
た
。
私
は
受
講
生
の
意
識
の

高
さ
に
畏
敬
の
念
を
覚
え
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
題
は
「
自
刻
像
」

と
し
た
。
人
の
顔
を
造
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。

受
講
生
の
方
に
は
、
顔
の
デ
ッ
サ
ン
か
写
真
、

ま
た
は
鏡
の
準
備
を
依
頼
し
た
。
で
き
た
形

が
自
分
に
似
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

石
と
向
き
合
い
自
己
と
対
峙
す
る
こ
と
で
生

ま
れ
て
く
る
も
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
自

刻
像
」
に
な
り
ま
す
と
説
明
し
た
。
材
料
は

群
馬
県
産
の
多
胡
石
と
い
う
砂
岩
。
大
理
石

用
の
ヤ
ス
リ
、
ノ
ミ
、
刃
ト
ン
ボ
、
石
頭
（
鉄

製
の
ハ
ン
マ
ー
）
の
代
わ
り
に
金
槌
を
使
え

ば
、
初
め
て
の
人
で
も
な
ん
と
か
彫
り
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
硬
さ
の
石
で
あ
る
。
危
険

を
避
け
る
た
め
に
頭
部
に
は
帽
子
や
バ
ン
ダ

ナ
、
防
塵
メ
ガ
ネ
、
マ
ス
ク
、
軍
手
を
着
け

て
も
ら
い
、
簡
単
な
説
明
の
後
、
い
よ
い
よ

作
業
を
開
始
し
た
。
次
第
に
ノ
ミ
の
音
も
大

き
く
な
り
、
石
の
粉
が
ア
ト
リ
エ
に
充
満
し

始
め
た
。
防
塵
メ
ガ
ネ
が
汗
で
曇
り
、
作
業

環
境
が
過
酷
さ
を
増
す
な
か
で
、
試
行
錯
誤

を
し
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
石
と
の
対
話
が
深

ま
っ
て
い
っ
た
。
制
作
の
途
中
で
、
舟
越
展

に
繰
り
返
し
足
を
運
び
、
そ
の
度
に
発
見
し

た
新
た
な
感
動
を
伝
え
て
く
れ
る
方
も
い
た
。

石
と
い
う
大
自
然
を
象
徴
す
る
「
物
」
を
通

し
て
こ
そ
得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
何
物
か
を

信
じ
、
そ
の
こ
と
を
確
か
め
よ
う
と
何
度
も

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
姿
が
あ
っ
た
。

　

石
の
中
心
に
向
か
っ
て
一
定
の
リ
ズ
ム
で

ノ
ミ
を
立
て
続
け
る
う
ち
に
、
我
々
の
内
側

に
あ
る
人
間
性
を
超
え
た
大
ら
か
な
時
間
が

解
き
放
た
れ
、
人
間
と
地
球
の
間
の
本
来
的

な
関
係
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
が
石
彫
の
大
き

な
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

　

条
件
が
整
え
ば
、
石
彫
の
作
品
は
今
後
何

千
年
、
何
万
年
と
我
々
の
精
神
的
な
営
為
を

伝
え
て
く
れ
る
タ
イ
ム
マ
シ
ン
と
な
り
、
存

在
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
作
家
に
対

す
る
ご
褒
美
で
あ
り
、
ま
た
次
に
続
く
祝
福

さ
れ
た
試
練
で
も
あ
る
の
だ
と
思
う
。

　

受
講
生
の
皆
様
、
２
日
間
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

初
心
者
の
た
め
の
伝
統
木
版
画
講
座

講　

師
：
木
下
泰
嘉
さ
ん
（
版
画
家
）

開
催
日
：
平
成
26
年
12
月
13
日
、
14
日
、
20
日
、
21
日

会　

場
：
創
作
ス
タ
ジ
オ

企
画
展
「
大
判
じ
絵
展
」
の

会
期
中
、
伝
統
木
版
画
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
浮
世
絵
版
画
の
歴

史
や
技
法
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
多
色
刷
り
の
木
版
画
を

制
作
し
、
伝
統
木
版
画
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

「
石
に
刻
も
う
」

野
　
地
　
庄
　
一
（
彫
刻
家
）

舟
越
保
武
彫
刻
展
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
石
に
刻
も
う
」

講
師
：
野
地
庄
一
さ
ん

日
時
：
平
成
27
年
３
月
14
日
、
15
日

会
場
：
創
作
ス
タ
ジ
オ

講師：野地庄一さん

ワーク
ショップ
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平成26年度第４回アート・テーク報告
人形（ひとがた）　文楽の魅力
講　師：桐竹勘十郎さん、吉田玉誉さん、
　　　　桐竹勘次郎さん（人形遣い）
　　　　豊竹芳穂大夫さん（大夫）、鶴澤清馗さん（三味線）
開催日：平成26年11月30日　会場：多目的スタジオ
大夫が語る義太夫、太棹の響き、
そして三人で遣う人形の高度な表
現力で生まれる芸能、人形浄瑠璃
文楽の魅力を、当代きっての人形
遣い・桐竹勘十郎さんらに実演を
交えて講義していただきました。

Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ Ｒ Ｍ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

第
14
回
風
土
記
の
丘
の
美
術
展

郡
山
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
展
覧
会

会
期
：
７
月
20
日（
月
・
祝
）～
８
月
23
日
㈰

主
催
：
郡
山
市
立
美
術
館
・

　
　
　

郡
山
市
小
学
校
造
形
教
育
研
究
会

会
場
：
展
示
ロ
ビ
ー

　

市
内
を
５
つ
の
地
域
に
分
け
て
、
週
替

わ
り
で
展
示
し
ま
す
。
展
覧
会
と
あ
わ
せ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
１
期　

７
月
20
日（
月
・
祝
）～
26
日
㈰

日
和
田
、高
倉
、行
健
、行
健
第
二
、明

健
、小
泉
、行
徳
、富
田
、富
田
東
、高
野
、

鬼
生
田
、三
町
目
、大
田
、根
木
屋

第
２
期　

７
月
28
日
㈫
～
８
月
２
日
㈰

柴
宮
、穂
積
、三
和
、多
田
野
、多
田
野
堀

口
分
校
、河
内
、開
成
、薫
、大
槻
、大
成
、

朝
日
が
丘
、ザ
べ
リ
オ
学
園

第
３
期　

８
月
４
日
㈫
～
９
日
㈰

金
透
、芳
山
、芳
賀
、桃
見
台
、赤
木
、白

岩
、東
芳
、大
島
、緑
ヶ
丘
第
一
、宮
城
、

海
老
根
、御
舘
、御
舘
下
枝
分
校

第
４
期　

８
月
11
日
㈫
～
16
日
㈰

片
平
、喜
久
田
、熱
海
、熱
海
石
筵
分
校
、

安
子
島
、上
伊
豆
島
、湖
南
、富
田
西
、桑

野
、小
山
田

第
５
期　

８
月
18
日
㈫
～
23
日
㈰

安
積
第
一
、安
積
第
二
、安
積
第
三
、永

盛
、守
山
、御
代
田
、高
瀬
、谷
田
川
、田

母
神
、栃
山
神
、橘
、小
原
田
、桜

【
夏
休
み
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

第
10
回
風
土
記
の
丘
発

図
工
＆
美
術
の
時
間
へ
よ
う
こ
そ
！

　

小
中
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
、
図
工
と

美
術
の
授
業
を
体
験
。
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
８
月
１
日
㈯

　
　
　

午
前
の
部　

11
時
～
正
午

　
　
　

午
後
の
部　

２
時
～
３
時

講
師
：
郡
山
市
内
の
小
中
学
校
の
先
生

会
場
：
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
な
ど

定
員
：
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
先
着
15
名
程
度
。

　
　
　

※
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

常
設
展
示

■
～
７
月
26
日（
日
）

展
示
室
１　

銅
版
画
で
見
る
イ
ギ
リ
ス
の

風
景

展
示
室
２　

明
治
の
絵
画

―
画
家
た
ち
の
挑
戦
―

展
示
室
３　

抽
象
絵
画
を
楽
し
む

展
示
室
４　

美
し
い
本
の
世
界
／

暮
ら
し
を
彩
る

■
７
月
29
日（
水
）～
10
月
12
日（
月
・
祝
）

展
示
室
１　

水
彩
画
の
魅
力

展
示
室
２　

人
を
描
く

展
示
室
３　

現
代
美
術
を
楽
し
む

展
示
室
４　

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
と

そ
の
追
随
者
た
ち
／

新
収
蔵
品
：
佐
藤
潤
四
郎
の
デ
ッ
サ
ン

※
７
月
28
日
㈫
は
、
展
示
替
え
の
た
め
常
設
展
示
室
は

ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。

●
参
加
者
募
集
●

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
内
容
は
３
頁
参
照
）

・
季
節
を
染
め
る 

―
葛く

ず

―

　

講
師
：
佐
治
ゆ
か
り（
当
館
館
長
）

　

日
時
：
７
月
５
日
㈰
午
前
10
時
～

　

会
場
：
創
作
ス
タ
ジ
オ

　

定
員
：
15
名
程
度

　

材
料
費
：
３
０
０
０
円

　

申
込
方
法
：
６
月
28
日
㈰
ま
で
電
話
申
込

　
　
　
　
　
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

・
野
外
彫
刻
を
作
ろ
う

　

講
師
：
関
根
秀
樹
さ
ん（
和
光
大
学
講
師
・

古
代
技
術
・
民
族
文
化
史
研
究
家
）

　

日
時
：
７
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～

　

開
場
：
創
作
ス
タ
ジ
オ

　

定
員
：
小
学
生
以
上
20
名

　
　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

　

申
込
方
法
：
７
月
５
日
㈰
ま
で
電
話
申
込

　
　
　
　
　
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

・
民
族
楽
器
と
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
ろ
う

　

講
師
：
関
根
秀
樹
さ
ん

　

日
時
：
８
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

　

定
員
：
小
学
生
以
上
20
名

　
　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

　

申
込
方
法
：
７
月
25
日
㈯
ま
で
電
話
申
込

　
　
　
　
　
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

6月から新登場するひんやり冷たいフローズンドリンク。
マイルドな甘さのキャラメル（右図）、コク深いチョコレート
テイストのモカ、黒蜜をトッピングした抹茶の３種類。
これからの暑い季節に、氷をクラッシュしたシャリシャリ食
感をお楽しみください。
営業時間　11：00 ～ 17：00
電　　話　024-942-2250

T O P I C S

美術館のカフェ　j u j u  1 3 0  c a f e
（ジュジュ　イチサンマル　カフェ）

郡 山 市 立 美 術 館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666  福 島 県 郡 山 市 安 原 町 字 大 谷 地130-2
電話 024-956-2200　ファックス 024-956-2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

この印刷物は、適切に育まれた森から
生まれたFSC®認証紙と、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

〈アート・テーク〉 平成27年度の予定
４年目を迎えた＜アート・テーク＞。文字通り「アートを捉え
る」、さらに「アートから捉える」ことを目的とした年６回の
文化講座です。いずれも無料です。

第２回「異界を語る琵琶の音色」
講師：塩高和之さん（琵琶奏者）
日時：７月26日㈰　午後２時～
会場：多目的スタジオ
定員：150名
申込方法：７月12日㈰（必着）まで
に①住所、②氏名、③電話番号、④参
加人数（２人まで）、⑤参加者の年齢
と性別を記入し、ハガキまたはファ
ックス、Eメ ー ル（bijutsukan@city.
koriyama.fukushima.jp）で、件名は
「アート・テーク応募」宛へ。※応募
者多数の場合は抽選。

第３回「衣 と〈後ろの世界〉」
講師：佐治ゆかり（当館館長）
日時：９月26日㈯　午後２時～
会場：講義室（申込不要）

フローズンラテ新登場（５５０円）！

昨年の「第９回風土記の丘発　図工＆美術の時間へ
ようこそ！」会場

塩高和之さん


